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１ 文化財保護事業 

（１）史跡整備事業 

ア 史跡の草刈り等 

   緒川城址草刈り、帝塚樹木伐採、相生の松消毒 

イ 文化財説明板の修繕 

     説明板修繕  ぶいぶい婆の墓、子新田堤防跡、永見不動尊、藤江の常夜灯、 

            藤江塩田跡 

 

（２）文化財補助事業 

事業名 藤江神社八ッ頭舞楽（だんつく）事業 

団体名 藤江神社八ッ頭舞楽保存会 

会員数 26名 補助金額 40,000円 

事業目的 

八ッ頭舞楽の伝承、保存及び活用のため必要な措置を講じ、町民の

文化の向上に資するとともに、伝統ある古典文化を世に紹介し併せ

てその進歩に貢献する。（県指定 平成 24年１月 17日） 

    

事業名 伊久智神社神楽事業 

団体名 伊久智神社神楽保存会 

会員数 19名 補助金額 40,000円 

事業目的 

江戸時代より続く神楽を子供等に指導し、次世代に伝承していくこ

と、老人から子供までの幅広い世代のコミュニケーションを図る。

（町指定 昭和 54年３月 23日） 

    

事業名 東浦五ヶ村虫供養事業 

団体名 東浦五ヶ村虫供養保存会（緒川地区虫供養実行委員会） 

会員数 22名 補助金額 80,000円 

事業目的 

生活上必要のため殺した禽獣虫魚を供養し五穀豊穣を願って行われ

る、愛知県無形民俗文化財｢知多の虫供養行事｣として、東浦五ヶ村

虫供養行事を護持する。（県指定 昭和 58年９月 14日） 

       

事業名 森岡の村木神社おまんと祭り事業 

団体名 村木神社おまんと祭り保存会 

会員数 27名 補助金額 0円（祭礼中止のため補助金返還） 

事業目的 
村木神社おまんと祭りの円滑な運営と伝統文化の継承を図り、地域

社会に貢献する。（町指定 平成 19年３月 16日） 

 

 

（３）文化財保護審議会 

ア 文化財保護審議会委員（任期 令和２年４月１日～令和４年３月 31日） 

     会 長  石原 弘幸、副会長  河合美三男 

     委 員  田中 央、鈴木 勝美、福岡 猛志、高部 淑子、鬼頭 秀明 

イ 第１回東浦町文化財保護審議会 ７月２日（金） 

〇令和２年度郷土資料館事業実績について 

〇令和３年度郷土資料館事業計画について 
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○上鰻池古窯群発掘調査について 

○天白遺跡公園整備について 

ウ 第２回東浦町文化財保護審議会 ２月 10日（木） 

 ○令和４年度の文化財保護事業について 

 ○天白遺跡ひろばの見学 

  エ 知多地方文化財保護委員会連絡協議会 

〇役員会 ６月 30日（水） 武豊町中央公民館 ※中止・書面開催 

・令和２年度事業報告・決算報告について 

・令和３年度事業計画・予算（案）について 

   〇研修会 10月８日（金） 武豊町地域交流センター ※中止 

    ・研究発表 「三井家住宅について」 

・発表者  三井家住宅（旧庄屋）を護る会 新海孝孚氏 

・研究発表 「壱町田湿地植物群落について」 

・発表者  壱町田湿地を守る会 畠 勲 氏 

・見学    「三井家住宅（旧庄屋）、壱町田湿地、転車台」 

 

（４）文化財消防訓練  １月 23日（日）午前９時 30分～ ※中止 

ア 訓練場所 郷土資料館 

イ 参 加 者 郷土資料館陶芸棟登録団体・町文化財保護審議会・石浜区長・石浜地区

自主防災会・ふるさとガイド協会・東浦町関係者他 

ウ 消防関係 東浦町消防団（石浜･生路･藤江）３車両・半田消防署東浦支署 

 

（５）天白遺跡事業 

平成 29 年度の発掘調査で明らかになった天白遺跡の保存と内容を広く紹介するこ

とを目的に、土地区画整理地内に天白遺跡ひろばの整備工事を実施した。整備したひ

ろばの特徴として、発掘調査で確認された遺跡の一部を盛土保存し、盛土した地表面

上に竪穴建物等の遺構をカラー舗装により時代別に色分けして平面的に表示した。 

○場所：東浦町大字緒川字天白 94 

○面積：面積 349㎡（内、緑地面積 92.4㎡） 

○共用開始：令和４年３月１日   ○その他：指定緊急避難場所に指定 

 

（６）上鰻池古窯群発掘調査事業 

令和２年度に行った緒川字上鰻池地内の埋蔵文化財（上鰻池古窯群）の発掘調査の

成果をまとめた発掘調査報告書の作成のため、調査で見つかった出土遺物の実測図面

作成等及び報告書印刷を実施。 

 

（７）地域文化財総合活用推進事業（文化庁補助金） 

我が国の「たから」である地域の多様で豊かな文化遺産を活用した、伝統芸能・伝

統行事の用具の修理・後継者養成など、各地域の実情に応じた特色ある総合的な取組

に対して補助金を交付することで、文化振興とともに地域活性化を推進することを目

的とする。 

〇地域文化遺産（地域無形文化遺産継承基盤整備事業）   

  ・事業費 7,909,000円、補助額 6,699,000円 

・補助事業者：東浦町文化遺産活用実行委員会 

・令和３年度事業概要：用具等整備事業として緒川下切の屋形整備事業を実施 
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＜東浦町内指定文化財一覧＞ 

                           （令和４年３月 31日現在） 

指定別 種 別 名  称 所有者等 指定年月日 

 国 史跡 入海
い り み

貝塚
かいづか

 入海神社境内 昭和28年11月14日 

 県 

建造物 大
だい

樹
じゅ

寺
じ

旧
きゅう

裏
うら

一
いち

の門
もん

 
（大樹寺伽藍） 

個人蔵 昭和43年４月24日 

絵画 絹本
けんぽん

著 色
ちゃくしょく

弁
べ

財
ざい

天
てん

像
ぞう

 乾坤院 昭和29年２月19日 

絵画 絹本
けんぽん

著 色
ちゃくしょく

諸尊
しょそん

集会図
しゅうえず

 乾坤院    〃 

書跡 紙
し

本
ほん

墨
ぼく

書
しょ

正法眼蔵
しょうぼうげんぞう

写本
しゃほん

  乾坤院 昭和29年２月５日 

書跡 異国
い こ く

降伏
ごうぶく

祈願
き が ん

施
し

行
ぎょう

状
じょう

 善導寺 昭和34年10月８日 

無形民俗 知多
ち た

の虫供養
むしくよう

行事
ぎょうじ

 
（東浦五ヶ村虫供養行事） 

町内五地区(旧五ヶ村)

輪番 
昭和58年９月14日 

無形民俗 藤江
ふ じ え

のだんつく獅
し

子
し

舞
まい

 藤江神社八ッ頭舞楽保存会 平成24年１月17日 

 町 

建造物 乾坤院山門
けんこんいんさんもん

 乾坤院 昭和54年３月23日 

建造物 乾
けん

坤
こん

院
いん

総
そう

門
もん

 乾坤院 平成17年８月10日 

絵画 阿弥陀
あ み だ

如来図
にょらいず

 町内五地区(旧五ヶ村) 昭和54年３月23日 

絵画 阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

画
が

像
ぞう

 

 

 

森岡区 平成17年３月１日 

彫刻 薬師
や く し

如来
にょらい

立像
りゅうぞう

 安徳寺 昭和54年３月23日 

彫刻 だんつく古面
こ め ん

  藤江神社 〃 

工芸 正宗
まさむね

短刀
たんとう

 入海神社 昭和54年３月23日 

工芸 長
おさ

船
ふね

長
ちょう

刀
とう

 入海神社 〃 

工芸 切支丹
きりしたん

灯籠
とうろう

 越境寺 〃 

工芸 常夜灯
じょうやとう

 藤江字須賀地内 〃 

工芸 
藤
ふじ

江
え

神
じん

社
じゃ

八
や

ッ頭
がしら

舞
ぶ

楽
がく

龍
りゅう

頭
ず

の

面
めん

 
藤江神社 昭和63年６月30日 
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指定別 種 別 名  称 所有者等 指定年月日 

町 

古文書 緒
お

川村
がわむら

慶長
けいちょう

検地帳
けんちちょう

 緒川区 昭和54年３月23日 

古文書 生路
い く じ

村方
むらかた

文書
もんじょ

 生路区 〃 

古文書 明徳
みょうとく

寺川
じ が わ

水論
すいろん

文書
もんじょ

 石浜区 〃 

考古 金鶏山
きんけいざん

古墳
こ ふ ん

出土品
しゅつどひん

 東浦町郷土資料館 〃 

有形民俗 
村
むら

木
き

神
じん

社
じゃ

おまんと祭
まつ

りの馬
ば

道
どう

具
ぐ

 
村木神社 平成19年３月16日 

無形民俗 伊久智
い く ぢ

神社
じんじゃ

神楽
か ぐ ら

 伊久智神社神楽保存会 昭和54年３月23日 

無形民俗 森
もり

岡
おか

の村
むら

木
き

神
じん

社
じゃ

おまんと祭
まつ

り 村木神社おまんと祭り保存会 平成19年３月16日 

史跡 緒
お

川
がわ

城
じょう

址
し

 緒川字古城地内 昭和54年３月23日 

史跡 村木
む ら き

砦
とりで

古戦場
こせんじょう

 森岡字取手地内 〃 

史跡 緒
お

川
がわ

城
じょう

主
しゅ

三
さん

代
だい

の墓
ぼ

所
しょ

 乾坤院 昭和63年６月30日 

史跡 水
みず

野
の

家
け

四
よん

代
だい

の墓
ぼ

所
しょ

 乾坤院 〃 

天然記念物 伊久智
い く ぢ

神社
じんじゃ

大楠
おおくす

の森
もり

 伊久智神社 昭和54年３月23日 

天然記念物 極楽寺
ごくらくじ

の 楠
くすのき

 極楽寺 〃 

天然記念物 地
じ

蔵
ぞう

院
いん

のイブキ 地蔵院境内 平成 17年３月１日 

 

※国 １点  愛知県 ７点  東浦町 25点  合計 33点 
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２ 郷土資料館事業 

（１）企画展開催事業 

  ア 春の企画展  

「人の一生 －人生の節を刻む－」   

期  間 ４月 17日（土）～ ５月 30日（日） 会期 38日間 

展示内容 

人の一生にはさまざまな節目があり、誕生から葬送までの人の

一生を刻む節目の行事を、古文書や行事に関する道具を展示し

て紹介。 

展示資料 

羽子板・鍾馗のぼり（知多市歴史民俗博物館所蔵）・善光寺三尊

仏図（石浜区七、八番組所蔵）・帯祝出産見舞収納記誌・成人証・

嫁入り道具・百万遍の大数珠など 

入場者数 2,631人 

          

  イ 秋の企画展 

    「天白遺跡 －知多半島最大の集落に生きた人々－」   

期  間 10月９日（土）～ 12月 19日（日） 会期 62日間 

展示内容 

平成 29年度の発掘調査により、弥生・古墳時代を中心に大きな

集落があったことが明らかになった。天白遺跡の竪穴建物や出

土品の変遷とともに、原始・古代のくらしを展示して紹介。 

展示資料 
八ツ塚古墳出土内行花文鏡（安城市東町町内会所蔵）・天白遺跡

出土土器・勾玉・獣骨など 

入場者数 5,066人 

 

  ウ ミニ企画展 

   〇「東浦かるた」で再発見 －歴史・伝承・祭礼－      

期  間 
６月 12日（土）～8月 26日（木）（当初予定～９月 26日（日）） 

※緊急事態宣言により 8月 26日で中止 

展示内容 東浦かるたに登場する題材を展示紹介。 

展示資料 
藤江のだんつく獅子舞の獅子頭（藤江神社八ッ頭舞楽保存会所

蔵）・武豊線駅名標など 

 

〇ミニミニ企画展 古文書解読に挑戦 －善導寺－      

期  間 １月８日（土）～１月 23日（日） 

展示内容 
江戸時代の善導寺に関する古文書を展示し、古文書の字体や書

かれ方を紹介。※日本福祉大学共同開催 

展示資料 御触写（日本福祉大学知多半島総合研究所所蔵） 

     

〇ひなまつり展      

期  間 ２月１日（火）～３月 27日（日） 

展示内容 
資料館に寄贈されたひな人形のうち、江戸時代～平成時代のひ

な壇飾り・御殿飾りなどを中心に展示。 

展示資料 御殿飾り・親王飾りなど 
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（２）講座・教室開催事業 

※新型コロナウィルス感染症対策のため、定員を減らして開催。また、中止となった

講座・教室あり 

講座・教室名 
回

数 
日   程 講  師 

受講 

者数 

定

員 

歴史講座「溜池 水争い 雨乞

い 愛知用水」「人生儀礼の食」 
２ 10/9・10/16 

津田 豊彦 

小早川 道子 
10 20 

水野氏講座「幕末・維新期の

水野諸家」 
１ 2/19 高木 傭太郎 20 20 

古文書教室 秋 ５ 10/8～11/5 鈴木 勝美 15 20 

古文書教室  

はじめての古文書 
３ 1/14～28 鈴木 勝美 15 20 

古代の塩作り体験教室 ２ 7/23・8/13 資料館学芸員 20 20 

子ども昔体験教室 １ 7/31 石原 弘幸 14 20 

四季の陶芸教室 春 

・手びねり 

 

５ 

５ 

4/8～5/6 鈴木   泉 
 

5 

3 

 

5 

5 四季の陶芸教室 秋 

・手びねり 

・電動ろくろ 

 

５ 

５ 

10/21～11/18 鈴木   泉 

 

4 

3 

 

5 

5 

四季の陶芸教室 冬 

・手びねり 

・電動ろくろ 

 

５ 

５ 

1/13～2/17 藤田 徳太 

 

5 

5 

 

5 

5 

陶芸干支作り教室 ２ 10/23・11/6 藤田 徳太 5 6 

陶芸ランプシェード作り教室 ２ 10/23・11/6 藤田 徳太 5 6 

ふるさとガイドボランティア

養成講座 
４ 6/30～7/21 

高木 傭太郎、津田 

豊彦、鈴木 勝美 他 
18 20 

計 12講座教室 延べ 47回 144 177 

 

   ○参考 中止した講座・教室 

歴史探訪講座、四季の陶芸教室 春（ろくろ）、四季の陶芸教室 夏（手びねり・

ろくろ） 

    

（３）ふるさとガイドボランティア養成事業 

ア ガイドボランティア養成講座を開催し、東浦ふるさとガイド協会の一員として活 

動する会員の増加を図る。 

イ 東浦ふるさとガイド協会（平成 21年４月 10日設立）の活動支援 

会員：35名（令和４年４月１日現在）  

 

（４）生涯学習出前講座「歴史講座『塩』」 

６月 24日（木） 生路小学校３年生 53名（土器作り） 

７月 13日（火） 生路小学校３年生 53名（塩作り） 
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（５）学校連携事業 

ア 来館学習 

 ○昔の道具の見学・体験他 

６月 ９日（水） 卯ノ里小学校３年施設見学     45名 

７月 16日（金） 森岡小学校３年生民具見学学習    82名 

10月 20日（水） 片葩小学校３年生民具見学学習    70名 

12月 16日（木） 緒川小学校３年生民具見学学習   110名 

イ 出前授業 

６月 22日（火） 緒川小学校６年生「緒川の歴史」 

１月 19日（水） 緒川小学校３年生「於大まつり」 

 

（６）資料館普及事業 

   民具学習わくわくシート   1,000部増刷 

 

（７）資料の収集・整理・調査事業 

ア 埋蔵文化財・歴史資料の収集 

〇東浦町内で出土した遺物を整理・収蔵する。 

〇歴史的資料の寄贈を受け、資料の保存を図る。 

イ 民俗資料の収集 

〇町内一般家庭に呼びかけ、民具などの寄贈を受け、保存を図る。 

ウ 収蔵資料の調査・研究 

〇調査・研究の成果を発表し、郷土の歴史や文化財に対する理解を広める。 

 

（８）資料館利用状況 

  ア 入館者数 

月 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

開館 

日数 
入館者数 

平均 

人数 

開館 

日数 
入館者数 

平均 

人数 

開館 

日数 
入館者数 

平均 

人数 

４ ２５ ３,０６０ １２２ ０ ０ ０ ２６ ２,１８４ ８４ 

５ ２７ ２,８０２ １０４ ０ ０ ０ ２６ １,５７１ ６０ 

６ ２６ ２,３０５ ８９ １３ ７７１ ５９ ２６ １,８８４ ７２ 

７ ２６ ２,３３７ ９０ ２７ １,３７２ ５１ ２７ １,７０１ ６３ 

８ ２６ ２,１６７ ８３ ２６ １,１５７ ４５ ２２ １,２３０ ５６ 

９ ２５ １,９０４ ７６ ２６ １,７０３ ６６ ０ ０ ０ 

１０ ２６ １,９８４ ７６ ２７ １,８６９ ６９ ２７ ２,３４９ ８７ 

１１ ２６ １,７０６ ６６ ２５ １,６４３ ６６ ２５ １,７８２ ７１ 

１２ ２３ １,６０５ ７０ ２４ １,４１１ ５９ ２３ １,９５０ ８５ 

１ ２３ １,７０６ ７４ ２４ １,５４４ ６４ ２３ １,４８４ ６５ 

２ ２５ ２,４０４ ９６ ２４ １,９１５ ８０ ２４ １,９７３ ８２ 

３ ３ １５３ ５１ ２６ １,５８９ ６１ ２７ １,８８６ ７０ 

合計 ２８１ ２４,１３３ ８６ ２４２ １４,９７４ ６２ ２７６ １９,９９４ ７２ 

 

 

 

※令和 2 年 3 月 5 日～3 月 31

日まで、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大防止の

ため公共施設休館 

※令和 3年 8月 27日～9月 30

日まで、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大防止の

ため公共施設休館 

※令和 2 年 4 月 1 日～6 月 15

日まで、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大防止の

ため公共施設休館 
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（９）陶芸棟利用状況 

  ア 陶芸登録団体 

団 体 名 代表者 登録人数 活  動  日 

さくら陶芸同好会 杉野 忠敏 １４人 毎月 毎週（金）、第 2・第 4（水） 

すみれ陶芸同好会 牧野 一枝 １２人 毎月 毎週（金）、第 1・第 3・第 5（火） 

ゆうゆう陶芸同好会 高橋恵美子 １４人 毎月 第 1・第 3（日） 

たくと陶芸同好会 野々目邦弘 １１人 毎月 第 2・第 4（火） 

 

イ 利用状況 

 

月 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

利用日数  利用人数 利用日数 利用人数 利用日数 利用人数 

４ ２２ ２２３ ０ ０ １８ １４８ 

５ ２４ ２５０ ０ ０ １６ １３８ 

６ ２２ ２１３ １０ ８８ １７ １４４ 

７ ２４ ２３６ ２４ ２０３ １８ １５２ 

８ ２２ ２０３ ２０ １３７ １３ １１０ 

９ ２３ ２１５ ２１ １５６ ０ ０ 

１０ ２４ ２４５ ２４ １６１ １６ １３６ 

１１ ２１ １９３ ２２ １７５ １６ １３４ 

１２ ２０ ２０３ ２１ １６６ １６ １３０ 

１ ２１ ２１６ ２０ １５３ １４ １２５ 

２ ２１ １９９ ２０ １５７ １６ １３５ 

３ ３ ２１ ２３ １８４ １７ １４６ 

合計 ２４７ ２,４１７ ２０５ １,５８０ １７７ １,４９８ 

 

 

 

 

＜参考資料＞   

（１）東浦町郷土資料館（うのはな館）の施設概要 

  ア 開  館   平成 11年 11月１日 

  イ 敷地面積   2,364.55㎡ 

  ウ 本  館（常設展示、収蔵、資料整理、管理施設） 

〇構 造  鉄骨造（一部ＲＣ）瓦葺 一部２階建 

〇面 積  880.05㎡（内 展示室 252.36㎡） 

エ 別  棟（民俗資料収蔵、展示施設） 

〇構 造  鉄骨造 瓦葺 平屋建 

〇面 積  80㎡ 

オ 陶芸棟（陶芸創作施設 陶芸窯１基） 

〇構 造  鉄骨造 瓦葺 平屋建 

〇面 積  39.67㎡ 
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（２）常設展示（平成 31年３月１日リニューアル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎展示内容 

・水野氏と乾坤院 

水野氏一族や、水野氏と乾坤院のつながりなどを紹介。 

1670年（寛文 10年）、当時岡崎城主であった水野忠善が先祖供養と曾祖父にあたる水野忠政

を顕彰するため乾坤院境内に建立した堅雄堂の模型や宝珠瓦を復元して展示。 

・徳川家康の生母 於大の方 

緒川城主の娘として、家康の母として戦国の世に生きた於大の一生を紹介。 

あわせて、戦国時代の緒川城や、織田信長が援軍に駆け付け、戦さで初めて鉄砲を使って今

川軍と戦った村木砦の戦いについて紹介。 

・東浦のはじまり 

国指定史跡である入海貝塚出土の縄文土器をはじめ、平成 29年度に発掘調査を行った結果、

弥生時代や古墳時代の大きな村であったことが明らかになった天白遺跡からの出土遺物など

を展示。 

・町の成り立ち、東浦の移り変わり 

縄文時代の入海貝塚から現代までの歴史を年表で紹介し、鎌倉時代以降の代表的な歴史的出

来事をパネルで紹介。 

・東浦のものづくり 

奈良・平安時代の塩づくりをジオラマで紹介し、江戸時代の酒づくりなどのものづくりの歴

史や、織布の町と呼ばれた東浦の産業を支えた小型織機を展示。 

・民俗資料室（別棟） 

少し前まで使われていた農具・漁具・機織り機・日常品などを展示。 
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（３）主な収蔵資料 

ア 遺跡出土品 約 835箱 

天白遺跡、宮西貝塚、伊久智貝塚、石浜古窯、鰻池古窯群、上鰻池古窯群など 

イ 古文書（寄贈）約 3,550点 

新美滝蔵家文書、戸田万助家文書、日高利兵衛家文書、前日高家文書など 

ウ 古書籍（寄贈）約 1,500冊 

     中川南巌、久米房造、前日髙家など 

エ 美術工芸品 約 560点 

     中川南巌関係資料 529点、平林周斉作品１点など 

オ 伊藤近世史文庫（寄贈） 約 7,300点 

図書 6,758冊、研究資料・雑誌など約 500点 

   カ 服部徳次郎コレクション（寄贈）7,264点 

東海道五十三次浮世絵・吉田初三郎観光地図・日本画掛軸・博覧会図・引札・ 

     古書・図書等 

   キ 山田彊―作品（寄贈） 

     現代美術作品 26点・ポスター４点 

   

（４）主な刊行物 

ア 東浦関連図書 

「東浦歴史散歩」 

「東浦地名考」 

「於大の方と水野氏」 

イ 東浦町郷土資料館調査報告 

第１集 「東浦の仏像」町内の各寺院に関する調査報告 

第２集 「中川南厳・中川梅渓」郷土の書家・画家の資料目録 

第３集 「天白遺跡発掘調査報告書」成果・出土遺物のまとめ   

第４集 「東浦町文書目録１」森岡・緒川・緒川新田・石浜区古文書目録 

第５集 「東浦のオニバス」町内小中学校等での栽培記録     

第６集 「東浦町文書目録２」生路区古文書目録              

第７集 「鰻池古窯群発掘調査報告書」成果・出土遺物のまとめ  

第８集 「服部徳次郎コレクション目録１」鳥瞰図等の資料目録 

第９集 「東浦町文書目録３」藤江区古文書目録              

第 10集「服部徳次郎コレクション目録２」掛軸等絵画と書の資料目録 

第 11集「東浦災害史」記録に残る災害のまとめ        

第 12集「緒川誌１」大正期に作成された緒川地区史を復刻   

第 13集「緒川誌２」大正期に作成された緒川地区史を復刻   

第 14集「取手貝塚・村木砦跡試掘確認調査報告書」成果・出土遺物のまとめ 

第 15集「天白遺跡発掘調査報告書２（平成 29年度調査）」出土遺物のまとめ 

第 16集「上鰻池古窯群発掘調査報告書」成果・出土遺物のまとめ 

ウ 新編東浦町誌 

本文編 

資料編１（絵図･地図）、資料編２（自然）、資料編３（原始･古代･中世）、 

資料編４（近世）、資料編５（近代･現代･写真）、資料編６（教育･民俗･文化） 


